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北陸新幹線が「小浜・京都ルート」により大阪まで全線開通することで、小浜市は、大都市（京都、大阪、
東京）と高速交通網でつながることになります。

新駅が設置される小浜市は、京都まで１９分、大阪まで３８分となり、交流人口の増加、観光等消費
拡大などの経済波及効果のほか、都市部が通勤圏内となることで定住人口の増加などが期待されます。

小浜市にとって北陸新幹線全線開業の開業効果を最大限発揮するためには、将来の小浜駅の開業
を見据え、本市の玄関口としての駅周辺エリアの整備、住みよさの向上と地域の活力強化、観光資源
（ブランド）の磨き上げ、産業振興等多岐にわたる分野でまちづくりを進めていく必要があります。

本委員会で策定する「小浜市北陸新幹線新駅周辺エリア基本計画」
は、先に策定した「小浜市新まちづくり構想」の具現化に向けて、新駅
周辺エリアの基本的なまちづくり方針や戦略、整備コンセプト、土地利用
ゾーニング、まちづくり施策を検討、基本計画図の作成を行うとともに、
駅周辺に整備すべき機能や施設の整備手法、中長期的なスケジュール
の整理に関する重要な計画となります。

《新駅周辺エリアの整備に関する基本計画策定について》

【参考】 ２０２４年３月 北陸新幹線 金沢ー敦賀間開業

越 前 市 → 南越前駅周辺整備基本計画を２０１５年１２月に策定

あわら市 → 芦原温泉駅周辺整備基本計画を
２００６年に策定→２０１７年に改訂

敦 賀 市 → 敦賀駅周辺整備構想策定 ２００８年（在来駅舎）
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北陸新幹線の概要

〇北陸新幹線は、１９７３年（昭和４８年）全国新幹線整備法に基づき、「高崎付近・長野付近
・小浜付近を経由し、東京と大阪を結ぶ路線」として整備計画が決定された国家プロジェクト

整備概要

S48年11月 東京ー大阪間整備計画決定
H元年 6月 高崎・軽井沢間着工
H13年 5月 上越・富山間着工
H17年 6月 富山・金沢間および福井駅部着工
H24年 8月 金沢・敦賀間着工
H27年 3月 長野・金沢間開業

H28年12月「小浜・京都ルート」正式決定
H29年 3月 京都・新大阪間について「南回り案」を正式決定
R 元年 5月 環境影響評価手続き開始
R 2年 6月「小浜市新まちづくり構想」を策定
R 5年度～7年度 調査費として約12億～14億円を予算計上
R 6年 3月 金沢・敦賀間開業
R 6年 6月 与党PTで「小浜・京都ルート」を堅持し、

R7年度着工を目指す方針を確認
R  7年 3月 与党PTで小浜新駅の詳細位置の公表を見送り

令和7年度中の認可着工は困難な見通しとなる。
R  7年 7月 参議院選挙結果をうけ米原ルートほか３案の再検証が

示される。

事業実施区間 敦賀駅～新大阪に係る区域
路線概要 敦賀駅を起点に小浜市（東小浜付近）、京都駅、京田辺市

（松井山手）付近に駅を設置し、新大阪駅へ延伸する。
事業規模 敦賀－新大阪間 L=140㎞（東京－大阪間L=700㎞ ）

最高速度260㎞/h
事業費 ２兆１千億円（当初）→最大５兆円超（物価高騰の影響）

北陸新幹線（敦賀・新大阪間）の概要

経 緯
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北陸新幹線の概要
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地形地質調査、設計施工方法の検討

◆施工に係る検討

◆環境影響評価

◆小浜市 R2.6月

・新駅周辺エリア基本計画策定（R7～R8年度）

・都市マスタープラン（R9改定）

R7年度～

北陸新幹線全線開業を
活かした新まちづくり構想

・総合計画（R8年度改定）
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《新駅周辺エリア基本計画の策定方針》

１．策定の趣旨、目指すところ

北陸新幹線の「小浜・京都ルート」による大阪までの全線開通を見据え、これまで小浜市
が積み重ねてきた自然・文化・風土・暮らしを大切にしながら、新たな変化も受け入れ、住み
よい、持続可能なまちを実現していくための計画とします。

２．計画策定にあたっての基本的な考え方（基本姿勢）

①市民との協働による計画づくり
小浜市に関わる一人ひとりが知恵を出し合い、策定過程から協働できるよう、適切
な手法により計画を策定します。

②わかりやすい計画づくり
市民、庁内、小浜市に関わる人、いろいろな人が共感し、共有し、協働して取り組ん
でいける計画にするため、わかりやすい構成や表現とするとともに、策定後の周知
などを検討します。

③市民が夢を持てる実現可能なまちを描く計画づくり
将来の小浜駅開業に、市の目指すまちづくりの方向性を明らかにし、市民がイメージ
しやすいまちの姿を提示します。
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３．社会潮流と基本的な策定の視点

(１)社会潮流

○社会潮流を踏まえて計画を検討していきます。
①人口フレーム

②駅利用者・周辺交通需要の将来予測

③社会経済構造の変化

④交流人口・関係人口の実現に向けた対応

⑤公共施設・都市基盤の老朽化

⑥持続可能な社会に向けた対応

(２)基本的な策定の視点

○令和２年に策定した「小浜市新まちづくり構想」において、小浜市の将来の姿を

『奥深く美しい文化・風土・暮らし（スロー）に未来の革新（スマート）が融和するまち』
と描きました。

〇小浜市北陸新幹線新駅周辺エリア基本計画では、この構想を具現化し、住む人・訪れる

人が心惹かれる、小浜市らしい持続可能なまちをつくる計画づくりを基本理念に置き、社会
潮流とこれからの中長期的な社会変化をみつめ、小浜新駅開業時の街並みを計画します。
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指示 修正

小浜市北陸新幹線新駅周辺エリア基本計画策定委員会
（市からの諮問を受け、答申）

検討会議
（市長をトップとした庁内組織
委員会提出案の調整、決定等）

ワークショップ（市民等で構成）
ワークショップを通じ、案策定に向けた意見聴取、
情報共有ならびに機運醸成を図る。

庁内各部
（関係部分における協議・調整）

事務局
（新幹線・交通政策課／全体調整）

諮問 答申

庁 議
（最終案の決定）

市

６

計画策定支援 委託事業者
パシフィックコンサルタンツ株式会社

４．基本計画策定にかかる体制

広く市民から小浜市の将来像・まちづくりに関する
意見・アイデアを聴き、「小浜市新まちづくり構想」
の改定や新駅周辺エリア基本計画へ反映するた
め、ワークショップを開催します。

小浜市附属機関設置条例（小浜市北陸新幹
線新駅周辺エリア基本計画策定委員会設置
要綱）に基づき、委員は、学識経験者や関係
団体の代表などによる19名で構成します。

関係団体として、小浜市議会、商工会議所、
区長連合、若狭青年会議所、PTA連合会等、

からの参画となり、幅広い分野・年齢層の市
民との協働・連携による計画づくりを行います。

〇

〇

〇
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